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“

私
の
宝
物
は
、
娘
た
ち
の
た

日
め
に
こ
し
ら
え
た
器
物
で
す
。

.
た
ん
す
の
中
に
大
切
に
し
ま
っ

て
あ
り
ま
す
。
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•••••• 
担
制

第 539望号

先
日
、
そ
の
者
物
で
孫
娘
の

・
七
つ
の
お
祝
い
の
着
物
を
作
つ

“
て
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ば

“
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
に
は
、
お

む
・・

.

.

.
 

医師の指導に真剣
11月 6日(臼)総合公園で健康フェスティ

パルが聞かれ、あいにくの雨にもかかわら

ず相談や検査のコーナーには熱心に指導を

受ける市民のみなさんが集まった。

じ
い
ち
ゃ
ん
の
黒
の
羽
二
重
の

着
物
な
ど
を
使
っ
て
、
男
の
子

の
五
つ
の
お
祝
い
の
器
物
も
つ

-
や
さ
し
い
介
護
講
座

神
奈
川
社
会
福
祉
専
門
学
校

で
は
、
介
護
公
開
講
座
を
開
催

す
る
。
服
の
着
せ
方
、
入
浴
の

介
助
な
ど
、
安
心
と
自
立
を
目

指
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

マ
期
日
日
月
初
日
(
水
)

マ
時
間
午
後
1
時
3
4時

マ
場
所
神
奈
川
社
会
福
祉
専

門
学
校

マ
定
員
刊
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
同
校
(
也
話
M
l
八
一

一
八
)

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
へ

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
平
塚

十
一
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し

て
い
る
。

対
象
は
、
岡
崎
地
区
と
そ
の

周
辺
地
区
の
小
学
生
男
子
。

ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
さ
を
学

び
活
動
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
団
の
吉

岡
持
雄
(
電
話
回
|
八

一
六

九
)
へ
。

-
太
極
拳
で
健
康
に

サ
ー
ク
ル
白
鶴
で
は
、
一
緒

に
太
極
拳
を
さ
れ
る
方
を
募
集

し
て
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と
体
を

動
か
し
て
み
て
は
。

マ
練
習
日
毎
週
水
曜
日
(
た

だ
し
月
3
回
)

マ
時
間
午
後
1
時
叩
分
1
3

時マ
会
場
中
原
公
民
館

マ
会
費
月
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
中

村
と
し
子
(
電
話
お
|
六
六
九

。
醸
り
ま
す
①
有
料
七
五
三

髭
飾
り
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、

幼
稚
園
園
児
服
、
ハ
イ
チ
ェ
ア

l
、
ほ
乳
瓶
、
男
女
子
供
服
、
赤

ち
ゃ
ん
体
露
計
、
マ
マ
コ
l
ト、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
B
型
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
だ
っ
こ
ひ
も
、
ス
テ
レ

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
私
が
若
い
こ
ろ
は
古
い

器
物
を
利
用
し
て
子
供
の
服
を

孫たちへの着物
里見登志子さん(札場町)

く
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

近
ご
ろ
は
生
活
が
豊
か
に
な

っ
て
、
も
の
を
大
切
に
し
な
く

つ
く
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
し
た
。
も
の
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
心
は
今

オ
ラ
ッ
ク
、
応
援
問
用
テ
ー
ブ

ル
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
セ
ッ
ト
、

二
段
ベ
ッ
ド
、
留

守
番
篭
話
、
衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵

庫
、
ス
キ
l
キ
ャ
リ
ア
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
、
子
供
用
英
会
話
セ
ッ

ト
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
一
輪
車
、
海

H
HH
H
H
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• 

の
人
た
ち
よ
り
も
豊
か
だ
っ
た

・

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

日

み
な
さ
ん
も
、
た
ん
す
の
中

h

に
眠
っ
て
い
る
砦
物
を
利
用
し
=

て
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
着
二

物
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
ら
い
か
=

が
で
し
ょ
う
か
。

t
u
の
宝
物
が
=

新
し
い
宝
物
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
=

さ
ぞ
思
い
出
深
い
も
の
と
な
る
士

で

し

ょ

う

。

三

0

0

0

-

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
一

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
一

1
。
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に
一

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
一

マ
送
り
先
〒
加
平
環
市
浅
間

μ

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

"
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)・
琴
の
サ
ー
ク
ル
に

こ
の
た
び
、
カ
ト
レ
ア
琴
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
サ
ー
ク
ル

を
発
足
す
る
。
琴
を
趣
味
と
し

て
い
る
方
、
一
緒
に
お
肘
い
こ

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
発
起
人
の

佐
藤
随
子

(屯
話
ロ
ー

一一一
六

八
)
へ
。

-
パ
ス
ケ
出
場
募
集

平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
で
は
、
ス
リ
1
オ
ン
ス
リ
ー

大
会
に
出
場
す
る
チ
1
ム
を
募

集
す
る
。
参
加
無
料

マ
開
催
日
ロ
月
日
日
(
日
)

マ
時
間
午
後
0
時
刊
分
1

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
募
集
チ
1
ム
数
日
組
(
申

風
ヒ
ー
タ
ー
②
無
料
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
l
ト
、
こ
た
つ
、
都
市
ガ

ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
、
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
七
段
飾
り

ひ
な
人
形

。
醸
っ
て
く
だ
さ
い
ベ
ビ
ー
チ

ェ
ア
、
ベ
ビ
1
キ
ャ
リ
ー
、
子
供

服
、
男
子
学
生
服
、
ベ
ビ
1
服、

歩
行
器
、
園
児
服
、
滑
り
台
、
ぶ

ら
ん
と
、
五
歳
児
用
は
か
ま
、
五

月
人
形
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
サ
イ
ド

ボ
I
ド
、
お
も
ち
ゃ
だ
ん
す
、
テ

レ
ビ
台
、
ソ
フ
ァ
セ
ッ
ト
、

二
段

ベ
ッ
ド
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
パ

ソ
コ
ン
、
エ
ア
1
ク
リ
ー
ナ
ー
、

掃
除
機
、
ラ
ジ
カ
セ
、
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
冊
目
気
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
炊
飯
ジ
ャ
1
、
自
動
パ

ン
焼
き
認
、
ワ
ー
プ
ロ
、
電
気
ス

タ
ン
ド
、
都
市
ガ
ス
用
コ
ン
ロ
、
渇

沸
か
し
器
、
ふ
ろ
釜
、
サ
ー
フ
ボ

ー
ド
、
剣
道
防
具

一
式
、
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
1
、
ス
キ
1
セ
ッ
ト
、

大
正
琴
、
ピ
ア
ノ
用
い
す
、
響
、
印

∞
バ
イ
ク
、
ミ
シ
ン
、事
務
用
い
す

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

=
一)へ。

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
し
込
み
は
、
ロ
月

3
日

(
土
)
ま
で
に
二
色
ス
ポ
ー
ツ

(
電
話
幻
|
五
六
四
六
)
へ
。

・
慈
善
パ
ザ
l
開
く

済
生
会
平
塚
病
院
・
湘
南
宛

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
パ
ず
ー

を
聞
く
。
お
気
軽
に
会
場
へ
。

収
益
金
は
福
祉
に
寄
付
す
る
。

マ
期
日
日
月
四
日
(
土
)

マ
時
間
午
後
2
時
1
4時

マ
会
場
済
生
会
平
壕
病
院

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
の

理
学
療
法
科
(
電
話
回

l
O五

二
O
内
線
一
二

O
七
)

-
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
の
夕
べ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
平
塚

で
は
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
音
楽
の
夜
会
を

開
催
す
る
。
格
調
高
い
演
奏
に

耳
を
傾
け
て
み
て
は
。

マ
期
日
ロ
月
5
日
(
月
)

マ
開
演
午
後
7
時

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
1
ト

マ
会
場

平
塚

マ
演
奏
者
フ
ィ
ル
ハ
l
モ
ニ

ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
・
ベ
ル

リ
ン

マ
曲
目
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
第
7
番
変
ロ

長
調

「大
公
」
ほ
か

マ
会
費
四
千
五
百
円

申
し
込
み
は
、
日
月
幻
相
(
火
)

ま
で
に
同
会
の
海
老
根
和
(
電

話
M
l
二
五
八
二
へ
。

-
日
本
舞
踏
の
会
員
に

五
月
会
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
る
。
日
本
舞
踊
は
美
容

と
健
康
に
も
最
適
。
初
心
者
の

方
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
。

マ
練
習
日
第
2
木
曜
日

マ
時
間
午
後
3
時
1
4時
却

分マ
場
所
な
で
し
こ
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
大

和
孝
子
(
電
話
出
|
九
八

0
8

-R日程
の
変
更

凶
月
日
日
号
の
こ
の
欄
で
お

知
ら
せ
し
た
東
海
大
学
湘
南
公

開
セ
ミ
ナ
ー
「
羽
田
孜
日
本
を

語
る
」
の
日
程
が
変
更
さ
れ

た
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

お
出
掛
廿
を
。

マ
開
催
日
日
月
お
日
(
金
)

時
間
は
変
更
な
し
(
午
後
5
時

1
6時
品
分
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
セ
ミ
ナ

.
l
委
員
会
(
電
話
回
|
一
一
一
一

一
内
線
五
五

O
九
)

O
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
坂

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
み

な
さ
ん
の
ベ

1
ジ
。
会
員
募

集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
を
掲

載
す
る
。
お
気
軽
に
ご
利
用

を。・
送
り
先
一

T
m平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

楳

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

子
供
の
早
退

朝
、
元
気
に
登
校
し
た
は
ず
の
子
供
が
、

学
校
を
早
退
し
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
早
退
の
理
由
は
、
発
熱
、
頭
痛
、
腹

痛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は

前
兆
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
ど
こ
か
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

し
か
し
、
単
に
体
の
調
子
が
悪
い
だ
け
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
心
の
疲
れ
が
体
に
症
状
と

し
て
現
れ
、
早
退
と
い
う
形
の
S
O
Sを
出

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
。

子
供
は
、
心
が
安
定
し
て
い
る
と
き
、
学

校
で
友
達
や
先
生
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
、

元
気
に
活
動
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
心
配
事

や
不
安
が
あ
る
と
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り

な
く
な
り
、
学
校
に
居
続
け
る
こ
と
が
と
て

も
つ
ら
く
、
苦
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま

す
。
他
人
と
の
か
か
わ
り
ゃ
い
ろ
い
ろ
な
活

動
か
ら
逃
れ
た
く
な
り
、
子
供
に
と
っ
て
一

番
安
心
で
き
る
場
所
、
す
な
わ
ち
家
庭
に
帰

っ
て
来
る
の
で
す
。

早
退
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
子
供
は
本
当

に
心
細
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
「
早
退
の

乙
と
を
先
生
か
ら
自
宅
に
連
絡
し
て
も
ら
っ

て
も
、
お
母
さ
ん
が
居
な
か
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
。
自
分
の
具
合
が
も
っ
と
悪
く
な
っ
た

ら
困
る
な
」
な
ど
と
、
不
安
だ
ら
廿
で
す
。

早
退
し
て
帰
っ
て
来
た
と
き
、
お
母
さ
ん

は
子
供
の
体
を
気
遣
う
で
し
ょ
う
。
が
、
そ

れ
と
共
に
心
の
疲
れ
も
い
や
さ
れ
る
よ
う
、

十
分
に
か
か
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
お
母
さ
ん
の
そ
ば
で
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
答
え
る
こ
と
で
、
子
供
は
ま
た
元
気
に
学

校
に
戻
っ
て
い
け
る
の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
餓
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側

・
電
話
訪
|
六

O
一
ニ

進屋建』r富美術鎗企画震 鎌倉市在住の津画家宮崎進は、 1922年
〈大正竹年〉山口県徳山市に生まれ、旅

芸人の一座で舞台美術の仕事をしたの

ち、日本美術学枝!こ入り、油絵を学i5i。
出征、シベリ戸抑留と戦争体肢を経て、

1967年第10回安井貨を受賞。現在に至る

までおう盛な制作活動を続けている。

本展は、多彩な展開を示しなガらも、

その底に自らの生のあかしとしての表現

を一貫して探り続ける宮崎進の芸術世界

を、初期から近作までの代表作と、新作

の二部構成約100点により紹介する。

油彩画60点氷彩 ・コラージユ6点
ドローイング 17点デッサン 12点alBT(リュウ・ド・ムフタール)1972年

-会期
12月4日(日)まで

・会場
平塚市美術館展示室

・開館時間 午前9時30分~午後4時50分

(入場は午後4時30分まで)

一般600円、大・高校生400円、

中 ・小学生200円

・平塚市美術館電話35-2111

-観覧料

狂
っ
た
捕
虜

1
9
5
1
年
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220保健センター 平塚市中盤; ・13日 5 年 6 月 11 日 ~20日: _ ~ ___ JV"""¥ .J'W"L_ _，._ : お産の進み方と産後の過~ : -----一一--------- ~ 
霊 34-17電 話34-0311 :・20日 5 年 6 月四~30日 ; @弱~o.ù鐙怠 ; し方、呼吸法 」;/LNET-=¥ 
30??Z話史認原町;I72の;25L1ト 10日 12月の日程 ;262よ支持22~4時 Iア:A~~H~.¥き
認 1 -158 3 年10月 11 日~20日 j ・前期(妊娠 6 か月までの方) ~・会場保健センター :/ ' VVシ'-- 尽
き捌~{磁翻 ; - 認児二Zf21…: 5 臼怜1 時30分~4時間明、5記念三 f ムYゴー)

3222222ZZ時 :自由予AELjp;;;;;:二:?;ii252」ZR22;:ヘライフ/3
き -r?点目立法f:一向に8か月から;娠中と産後の栄養、調理; zzシ山プ(5 臼)~ブ師竺/g
怨 を持参 : 1践になる乳幼児のお母さ: 笑習と試食 : ¥~ー一一___...-
き 【閣の3か月児】 川 河午後1時30分~4 時 j 寄 ~租箆 1 30今一一 g ;: -7 年 8 月 1 日~15日;・日時 12月 14 日 午 前10時: 乳房マッサージ、赤ちゃん: :・会場保健センター “ 
お・21日 6 年 8 月 16日~31日: ~11時 j の育て方 l.対 象 乳 幼 児 j・内容体重測定、栄養、病護

送 【聞の 1歳 6か月児】 :・会場 平塚保健所 j・後期(妊娠8か月以降の方) :・相談日 毎週水曜日 ; 気、育て方、予防接種のこお

義・ 6 日 5 年 6 月 1 日~10日;・母子手帳、筆記用問持参 : 19日午後 1 時3扮~4 時 j ・時間午前 9 時30分~10時;となど お
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広報ひらつか〈フ〉

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
臼
時
日
月
幻
自
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

5
日

時
却
分

・
妊
婦
以
外
で
叩
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
5
2時
加
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
内
容
検
診
と
歯
み
が
き
の

練
習

マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
詑

1
0
一
三

O
)
予
約
制

漢
方
薬
と
気
功

市
で
は
、
漢
方
薬
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
く
。
気
功
も
紹

介
す
る
の
で
ご
参
加
を
。

マ
日
時

日
月
泊
日
(
火
)
午

前
日
時

5
日
時
叩
分

マ
会
場
岡
崎
公
民
館

マ
講
師

.bw氏

マ
受
講
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
二
五
九
)

年
の
子
供
を
お
持
ち
の
保
護
者

マ
演
題
と
講
師
幼
児
期
の
食

事
に
つ
い
て
和
洋
女
子
大
学

教
授
坂
本
元
子
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

健
康
課

予
防
接
種
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
開
設

小
児
成
人
病
予

防
講
演
会
開
く

予
防
接
種
に
つ
い
て
電
話
で

相
談
を
受
け
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
聞
き
た
い

と
と
、
相
談
ご
と
な
ど
に
ご
利

用
を
。

マ
相
談
日
月
曜
日

1
金
曜
日

マ
時
間
午
前
9
時
却
分

3
U

時
、
午
後
1
時
1
4時

マ
相
談
電
話
附
l
m
l
一
八

市
で
は
、
最
近
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
る
小
児
成
人
病
の
予

防
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
く
。

マ
日
時

U
月
羽
田
(
月
)
午

後
2
時

5
3時
初
分

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
対
象

3
歳

1
小
学
校
低
学

後マ 【
1 白 老 .1、
時時人'L..'30 性 σ3
分 11痴ち孟Ji
S月 呆 1足
4 16疾佳子
時日~， I帆

(相 相
水笠 談
午

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(1日掲載分は26 日 ~10日締め切り、

15日掲載分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は10人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町9-1
平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

午
後
1
時
初
分

3
3

マ
時
間

時
叩
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
の
悩
み
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み

を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
会
場
平
壕
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

な
ど
痴
呆
に
悩
ん
で
い
る
方

【
心
の
健
康
相
談
}

マ
日
程
日
月
幻
自
(
火
)
、

ロ
月
7
日
(
水
)
、
日
日
(
火
)

五
八
(
予
防
接
種
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
)

育
児
教
室
開
く

マ
対
象
平
成
6
年
6
月
1
日

1
7月
白
日
生
ま
れ
の
乳
児
と

お
母
さ
ん

マ
日
程
と
内
容

-
U月
2
日
(
金
)
離
乳
食
の

す
す
め
方
、
楽
し
く
子
育
て
を

・
1
月
6
日
(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

に
多
い
病
気
と
育
児

マ
時
間
午
後
1
時
叩
分

3
3

時マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物
パ
ス
タ
オ
ル
(
ロ

月
2
日
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
電
話
討

|
O三
一
一
)

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

(
訪
問

も
可
)

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
平
塚
保
健
所
(
也
話
犯

ー

o
一一一一
O
)
予
約
制

ア
ト
ピ
1
性
皮
膚

炎
は
、
先
天
的
、
遺

伝
的
に
で
き
る
湿
し

ん
で
、
小
さ
な
子
供

に
よ
く
で
き
る
。

乳
児
期
は
水
分
の

あ
る
ボ
ツ
ボ
ツ
が
顔

に
で
き
、
か
ゆ
み
も

強
い
。
幼
児
期
に
な

る
と
カ
サ
つ
い
た
発
し
ん
が
首
筋
や
ひ
じ
、

ひ
ざ
の
内
側
な
ど
に
で
き
る
。
成
長
す
る
に

つ
れ
、
軽
く
な
る
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
成

人
ま
で
持
ち
越
す
例
も
あ
る
。

こ
の
皮
膚
炎
は
、
汗
や
衣
服
の
刺
激
、
ほ

こ
り
や
ダ
ニ
、
食
べ
物
、
ス
ト
レ
ス
、
気
候

の
変
化
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
子
供

に
と
っ
て
湿
し
ん
の
か
ゆ
み
は
つ
ら
い
も
の

で
あ
り
、
適
切
な
治
療
と
予
防
で
和
ら
げ
て

あ
げ
た
い
。

治
療
は
医
師
に
診

断
し
て
も
ら
い
、
処

方
さ
れ
た
薬
を
指
示

通
り
根
気
よ
く
続
け

る
。
予
防
も
医
師
と

相
談
し
て
対
策
を
と

る
が
、
一
般
的
に
は

ア
ト
ピ

l
性

皮

膚

炎

次

の

事

に

心

掛

け

る
。
①
爪
は
丸
く
切
り
清
潔
に
し
て
お
く
。

②
皮
膚
を
強
く
こ
す
ら
ず
清
潔
に
保
つ
。
③

肌
着
は
刺
激
の
少
な
い
木
綿
製
品
に
す
る
。

④
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
動
植

物
は
避
廿
る
。
⑤
部
屋
の
掃
除
、
換
気
に
努

め
る
。ア

ト
ピ
1
性
皮
膚
炎
は
、
湿
し
ん
を
悪
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
家
族
ぐ
る
み
で
協
力
し
て

欲

し

い

。

(

健

康

課

)

怒
ん
マ
ち
百
科

第17固福鑑舎館ま~O奮闘健議419圏平塚市保青圏児総菌感

福祉会館ガ行っている各種講座やサ

ークル活動の成果を発表します。お

誘い合わせのうえあ出掛けくださし1。
会場福祉会館
・演芸発表
・ 11月 22臼{火)、 23日(祝)10時~15時

・作品の展示会-11月228(火)~24 日(木)10時~15時

・お茶席
-11月 22 日(火)~24日(木)10時~14時30分

減問い合わせ

中央公民館

11月23日(祝)-27日(日)
(ただし24日(木)は休館)

午前10時~午後6時
(ただし、最終日は午後 4時

まで)

市内の保育掴児の給と友貯都市花

巻市と高山市の保育園児の作昂を

展示します

※問い合わせ

会場

日時

電話33-2333領祉会館電話55-6620大神保育園
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-
年
末
慰
問
金
を
支
給

広報ひらつか

な
け
れ
ば
連
絡
し
な
く
て
も
構
わ

な
b
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
(
電
話
お
|
二
三
三
三
)へ。

A-学
校
給
食
展
開
く

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食

を
通
じ
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
作
る
た
め
、
学

校
給
食
展
を
聞
く
。
ご
来
場
を
。

マ
日
程
日
月
口
日
(
木
)
i
n

日
(
火
)

・
時
間
午
前
日
時
1
午
後
6
時

却
分
(
幻
日
は
午
後
3
時
ま
で
)

マ
会
場
市
民
プ
ラ
ザ

J

マ
内
容
給
食
の
献
立
展
示
、
栄

幾
指
導
コ
ー
ナ
ー
、
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課
保
健

給
食
係
(
内
線
五
六
四
)
へ
。

A-身
障
補
装
具
の
相
談

マ
会
場
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係
(
内
線
ニ
ニ
ニ
)へ。

【再
見
解
奮
の
写
し
の
縦
覧
}

マ
縦
覧
期
限
ロ
月
9
日
(
金
)

・
時
間
午
前
9
時
3
午
後
5
時

(土

・
日
・
祭
日
は
除
く
)

マ
縦
覧
場
所
神
田
公
民
館
、
土

屋
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は
、
県
環
境
影
響

審
査
課
(
篭
話
附
I
m
-
-
一
一

一
内
線
三
九
O四
)
ま
た
は
市
環

境
保
全
腺
(
内
線
三
三
O
)
へ。

mMで
は
、
「か
な
が
わ
子
ど
も
未

来
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
県

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く
。
入
場
自

由。マ
日
時
日
月
四
日
(
土
)
午
後

2
時
3
4時
却
分

マ
会
場
教
育
会
館

マ
内
容
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ま

ず
、
子
ど
も
か
ら
」

マ
募
集
人
員
三
百
人
(
先
着
順
)

問
い
合
わ
せ
は
、
県
児
童
福
祉

課
(
電
話
附
l
m
l
一

一一一

内

線
五
四
五
五
)
へ
。

課
(
電
話
幻
l
O
五
二
O)
へ
。

A-県民
フ
ォ
ー
ラ
ム
八

。
第
二
東
名
の
公
聴
会

-
中
央
公
民
館
が
休
館

会
館
消
毒
の
た
め
二
日
間
臨
時

休
館
す
る
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
。

マ
期
間
ロ
月
6
日
(
火
)
3
7

日

(水
)

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館

(
包
括
M
l
一
一
一
一
一
)
へ
。

-
人
権
講
演
会
開
く

-
健
康
講
座
を
聞
く

マ
入
場
料

一
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
政
策
課

庶
務
担
当

(内
線
五
O
五
)
へ
。

A-園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時
ロ
月
9
日
(
金
)
午
前

9
時
却
分

t
u時
却
分

マ
会
場
旧
小
農
業
会
館
(
駅
南

口
)

マ
蹄
師

国

芸
研
究
家
鎌
田
博

氏マ
内
容
巣
樹
の
灘
校
と
せ
ん
定

問
い
合
わ
せ
は
、
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
霞
話
幻
|
O
五

九
=
一)へ。

-
技
術
校
で
受
講
生
を

藤
沢
高
等
職
柴
技
術
枝
で
は
、

購
習
会
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

【C
言
語
基
礎
コ
l
ス
】

マ
日
程
ロ
月
ロ
白
(
月
)
3日

日
(
木
)

・
時
間
午
前
8
時
印
分
1
午
後

4
時
四
分

マ
募
集
人
民
加
入
(
抽
選
)

マ
申
込
期
限
日
月
泊
目
(
月
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
校
(
電
話
O
四
六
六
l
お

l
ニ
四
二
五
)
へ
。

-パlト
フ
ォ
ー
ラ
ム

湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、

パ
1
ト
労
働
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

聞
く
。

マ
日
時
日
月
羽
目
(
火
)
午
後

1
時
却
分
3
4時

マ
会
場
湘
南
N
D
ピ
ル
藤
沢
産

業
セ
ン
タ
ー
6
階
会
鵠
室

マ
内
容
・
駒
師
幻
世
紀
に
向
け

て
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
を
考
え

る
、
樋
口
一
英
雄
氏

マ
募
集
人
員
百
人

申
し
込
み
は
、
同
セ
ン
タ
ー
(
電

話
O
四
六
七
l白
l
一
一
七
一
)

へ。

a-底
舗
選
ぴ
の
目
安
に

理
容
底
、
災
容
庵
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
庄
は
、
厚
生
大
臣
認
可
の
標

準
営
業
約
款
登
録
腐
の
利
用
を
。

標
準
営
業
約
款
制
度
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
全
国
環
境
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
(
句
話
回

ー
=
一
=
一
五
一
1

二
三
八
二

へ。

A
V
経
営
相
談
会
を
開
く

神
奈
川
県
工
業
試
験
所
で
は
、

技
術
講
演
会
と
技
術

・
経
営
相
談

会
を
聞
く
。

マ
日
時
ロ
月
1
日
(
木
)
午
後

1
時
1
4時
叩
分

マ
会
場
湘
南
地
区
行
政
セ
ン

タ
ー

マ
内
容

P
L
法
を
活
用
し
た
我

が
社
の
経
営
事
例

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
試
験
所
(
包
話
師
I
m
-
-

=一
O
一
内
線
二
五
三
)
へ。

-
健
康
情
報
の
利
用
を

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、

地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

医
療
に
関
す
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。
電
話
附

l
剖
l
一
一
=
一
三
へ。

樹
木
を
斡
旋
し
て
い
る
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り
公
園
都
み

ど
り
推
進
係
(
内
線
五
九

一)
へ。

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
指
輿
係
(内
線
六
七
三
)

へ

。

(

敬

称

略

)

・
観
星
会
十
万
円
-
水
天
宮
ふ

れ
あ
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ど
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襲
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茶
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は
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狩
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